
日時：２０１6年 11月 10日（木） １８：３０～20：0０

 18：30～19：30 勉強会

 19：30～20：00 事例検討会（事例提供者：入江伸先生）

場所：岡山大学病院 マスカットキューブ3階

対象：院内・外医療関係者、学生

（日本医師会生涯教育制度単位取得対象）

テーマ：症例から考える
緩和ケア治療薬

講師：佐田 光先生（薬剤師）

申し込み不要、無料

院外参加者には駐車券あり

主催：岡山大学医師会、岡山大学病院緩和ケアチーム
お問合先：岡山大学病院腫瘍センター・緩和ケアセンター

〒700-8558 岡山市北区鹿田町2-5-1
Tel 086-235-6039 松岡順治

高下典子

どのようにオピオイド調整を行っていったか、オピオイドスイッチングの仕方、
副作用への対応、少量のオピオイドでせん妄が強い方にどう対応したか、
吐き気に対してのジプレキサ®の使い方、アブストラル導入について、ＮＳ

ＡＩＤｓの使い分けなど、緩和ケアでよく使われるけど、実際どう使うのかを
症例を通して具体的にお話頂けます。

次回は12月 8日（木）１８：３０～１９：３０
「アドバンス・ケア・プランニングについて考えよう」
急性重症患者看護専門看護師 伊藤真理先生

第89回

緩和ケア勉強会のお知らせ


